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平成12年（2000年）10月31日

廃棄物学会ニュース
　　　　　The Japan Society of Waste Management Experts

アジア太平洋廃棄物埋立会議が、このほど福岡市で

平成12年10月11日～13日の3日間開催された。この会議

は、平成８年の第７回廃棄物学会研究発表会の国際シ

ンポジウムにおいて、２１世紀の適切な廃棄物処理シ

ステムの確立に向け、「アジア太平洋地域の継続的な

パートナーシップとネットワークの構築を図る必要が

ある」という福岡アピールが採択されたことを受けた

ものである。会議には海外13ヶ国（韓国、中国、マレ

ーシア、シンガポール、ネパール、フィリピン、パキ

スタン、ガーナ、イタリア、ドイツ、デンマーク、ス

イス、スウェーデン）から63名、国内から156名合わせ

て219名の参加であった。

会議初日及び二日目に、サルディニア国際廃棄物処

理処分会議（ヨーロッパを中心に２年に1度開催されて

いる世界一の規模の廃棄物処理処分会議）主催者の一

人である、イタリアのパドパ大学教授ラファエロ・コ

ス氏より“今後の埋立処理処分技術の動向”について

の特別講演が、また中国を代表して中日環境保護中心

総工程師全浩氏より“中国における廃棄物処理処分の

現状と国際協力”についての基調講演が、そして、主

催国を代表して、本会議の実行委員長である、福岡大

学教授花嶋正孝氏より“日本の廃棄物処理処分技術の

変遷と現状”についての基調講演があった。

口頭発表は、セッションＡ：廃棄物管理、セッショ

ンＢ：浸出水処理、セッションＣ：埋立地設計・運転

管理、セッションＤ：環境保全・モニタリングの5テー

マで32編の発表があり、活発な意見交換が行われた。

また、ニ日目のポスター発表は、口頭発表終了後の午

後5時半から開催されたが、軽食をとりながら和やか

に、また活発に発表者との情報交換が約２時間行われ

た。

クロージングセレモニーでは、10月12日に開催され

た顧問会議より提案された“アジア太平洋廃棄物埋立

会議（ＡＰＬＡＳ Ｆｕｋｕｏｋａ2000）からのアピー

ル”が採択された。その中で本会議とセミナー／ワー

クショップを次年度以降もアジア太平洋地域に於いて

定期的に継続して行うことが確認され、2004年には再

び日本に於いて会議が開催されることになった。

三日目には福岡市清掃施設（２コース）及び福岡大

学水理衛生工学実験室施設の見学が、会議終了後の四

日目には北九州エコタウン施設見学が行われた。いず

れのコースでも定員５０名を超える参加者があり、連

日の会議参加にもかかわらず、多くの質問と熱心な見

学で時間が足りないくらいであった。

我が国での会議の開催は、発展途上段階にある国々

にとっては参加費及び渡航・滞在費共々高額なもので

あったが、アジア地域の参加者はいずれも自国、ある

いは個人の費用で参加しており、いかに廃棄物問題が

これらの国々にとって緊急で、かつ、重要な問題であ

るかを再確認できた。また、今回参加できなかった国々

にも会議への参加を拡大し、真のアジア太平洋地域の

情報交換の場として機能させるために基金の設置や開

催地の検討等の必要性を感じさせる会議でもあった。

パドパ大学のコス教授からはサルディニア国際廃棄物

処理処分会議との連携をさらに深め、情報交換の輪の

拡大と廃棄物処理処分技術の発展を図りたいとの特別

の申し入れがあった。

最後に今回予想以上の成果を挙げ、成功裏に閉会す

ることができたのも、一重に、会議の開催に賛同し、

ご支援頂いた各団体、並びに当日運営スタッフとして

ボランティアでお手伝いいただいた方々のお陰と感謝

すると同時に、真にアジア地域に根付いたＡＰＬＡＳ

の益々の発展を期待している。

（松藤康司 記）
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□■□■　中国・四国地区連絡会　□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

■

平成12年９月30日(土)に岡山大学大学院自然科学研究

科棟にて、廃棄物学会中国・四国地区連絡会の設立総会

及び第1回セミナーが開催された。

当日は、休日と朝からの悪天候が重なったにもかかわ

らず、中国・四国各県から設立総会50人、セミナー72人

の参加があった。

設立総会においては、まず、発起人代表である田中勝

岡山大学教授から、開会の挨拶に続き設立趣旨・経緯の

説明があり、引き続き、小野芳朗岡山大学助教授司会の

もと、平成12年度事業計画、平成12年度地区役員、予算

案が承認された。

当日、承認された代表及び地区役員は以下の15名であ

った。

代表：田中勝(岡山大学)

地区役員：青山勲(岡山大学)､綾野克紀(岡山大学)､今

岡務(広島工業大学)､岡田光正(広島大学)､小野芳朗

(岡山大学)､加瀬野悟(岡山大学)､河原長美(岡山大

学)､貴田晶子(広島県保健環境センター)､徳岡広昭(㈱

ウエスコ)､西村文武(愛媛大学)、野馬幸生(広島県保健

環境センター)､羽原浩史(復建調査設計㈱)､藤原拓(高

知大学)､森田啓次郎(岡山県環境保健センター)

（五十音順、敬称略）

また、本年度の主な事業として、第1回セミナーに続き、

平成13年1月に地盤工学会との共催による講演会を計画

している。

最後に、閉会の挨拶において、河原長美岡山大学教授

より、中国・四国地区における廃棄物研究の拠点確立と

今後の活動の活性化が提唱され、関西、九州、北海道、

東海中部地区に続く５番目の地区連絡会としてのスター

トを切った。

設立総会に引き続き「焼却灰の有効利用とセメント事

業」をテーマーに第１回セミナーが開催された。

本セミナーは、平成12年４月27日(金)に東京で開催さ

れた廃棄物学会セミナーと一部重複するものであった

が、ダイオキシン類対策特別措置法の施行後、焼却灰の

適正処理・有効利用への関心の高さを受けて、中国・四

国地区に限らず全国からの参加者があった。

セミナーは、まず、地区連絡会代表であり、廃棄物学

会会長である田中勝氏による「廃棄物処理と焼却灰の有

効利用」と題して、最終処分場の設置困難性から、埋立

処分量最小化へのシステム作りと焼却灰の有効利用の必

要性が解説された。

２番目の講演として、太平洋セメント（株）の尾花博

氏による「エコセメントの現状について」と題して、エ

コセメントの開発に携わった経験に基づき、有用金属の

回収、環境保全性等、及びエコセメント事業の現状につ

いて解説があった。

次に、「各国における安全性評価方法」と題して、京都

大学環境保全センターの水谷聡氏により、各国における

安全性評価における溶出試験の種類と違いを中心とした

講演が行われた。

最後に、広島県環境保健センターの貴田晶子氏より、

「一般廃棄物の溶融スラグとエコセメントの安全性評

価」と題して、溶融スラグ、エコセメントの具体的な溶

出試験結果が提示されるとともに、有効利用と安全性の

確認に向けた今後の課題が示された。

いづれの講演も、実例に基づいた興味深いものであり、

各講演の後には、活発な質疑応答が行われた。

中央に比べて、廃棄物に関するこのようなレベルの高

いセミナーを聞く機会が少なかった中国・四国地区にお

いて、環境作りの受け皿としての礎が築けたことに大き

な意義を感じた。

（宗村邦嗣 記）

発起人代表・田中　勝氏　▲　　▼　司会の小野芳朗氏
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□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□　企画委員会　■□■
□

　本年、循環型社会を目指して関連する法律が相次い

で整備され、新しい枠組みの中で本格的な取組みが始

められようとしています。しかしながら、廃棄物の減

量効果やエネルギー問題などさまざまな課題が指摘さ

れています。また、如何にリサイクルを進めるべきか

という問題もあります。真の循環型社会を形成するた

めに、これらの課題を整理し、その道程を探るシンポ

ジウムを開催いたします。皆様のご参加をお願いいた

します。

開催日時：平成12年11月29日（水）　13:30～16:00

　　　　　　　（ウエステック第二日目）

開催場所：日本コンベンションセンター（幕張メッセ）

　　　　　　　国際会議場

プログラム：

（第1部）　　『循環型社会をめぐる状況と対応』

コーディネーター基調講演

　　「循環型社会形成推進法をめぐる論点」

小林康彦氏（（財）日本環境衛生センター）

パネリスト報告

　　「日本経済とのなじみ

-循環型経済は市場経済原理に馴染むか」

上野　明氏（（財）容器包装リサイクル協会）

　　「資源・エネルギーの視点から見た循環型社会

-循環型社会形成推進法は省資源省エネルギーを

もたらすか」

安井　至氏（東京大学生産技術研究所）

　　「有害物質管理と循環型社会

-有害物質管理の立場から循環を考える」

酒井伸一氏（京都大学環境保全センター）

（第2部）　　『討論』

参加費：正会員及び公益・賛助会員所属；5,000円、

学生会員；2,000円、非会員7,000円

申込方法：所定の申込書（下記申込先に請求もしくは

http://www.wastec.gr.jp/haikibutu/in

dex.htm からダウンロード）に記入の上、

ＦＡＸで申込。

申込先：第4回日本廃棄物会議実行委員会事務局

〒104-0045

東京都中央区築地1-13-13　北水ビル8F

Tel.03-5565-0531　　Fax.03-5551-9495

□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□　関西地区連絡会　■□■□

大量に排出される建設廃棄物については、木材、コ

ンクリート、アスファルトの３種類の産業廃棄物を対

象に、現場での分別解体と再資源化・減量化を義務づ

ける「建設工事に係わる資材の再資源化等に関する法

律」が制定され、2002年には再資源化が義務づけられ

ます。それに伴い、中間処理や再資源化施設の整備が

必要になります。

そこで、今年新たに稼働した最新の適正処理・再資

源化施設の見学と、「建設廃棄物のリサイクルの現状

と課題」についてのセミナーを開催いたします。会員

各位の積極的な参加をお願いいたします。

開催日時：平成12年12月５日（火）　10:00～16:30
JR 山陽本線・山陽新幹線西明石駅西出口改札9:30 送迎バスにて出

発

開催場所：施設見学 10:00-12:00；（株）環境保全セン
ター

（神戸市西区神出町）
セミナー13:30-16:30；西神プレンティーホ

ール
（神戸市西区・市営地下鉄西神中央駅すぐ）

プログラム（仮題）：

「建設系廃棄物のリサイクルの現状と課題」

山田　優氏（大阪市立大学工学部）

「建設廃棄物に関する法律の概要と行政の取組」

高石　悟氏（神戸市環境局産業廃棄物指導課）

「建設廃棄物発生側のリサイクル推進への取組と課

題」

小川次朗氏（（株）鴻池組本社管理本部安全環境部）

「建設廃棄物の処理・リサイクルの現状と課題」
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大森繁夫氏（（株）環境保全センター）

参加費：正会員及び公益・賛助会員所属5,000円、

学生会員2,000円、非会員7,000円

申込方法：氏名、住所、電話番号を記入の上、往復ハ

ガキで申込。必ず返信部分の宛名も記入。（先着１

００名）

申込先：廃棄物学会関西地区連絡会事務局　高田・片

桐
〒530-0041　大阪市北区天神橋 3-6-26　扇町ﾊﾟｰｸﾋﾞﾙ
5F
　　　　　　　（財）廃棄物研究財団　大阪研究セン
ター気付

Tel.06-6354-5028　　Fax.06-6354-5029
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□■□■　年会委員会　□■□■□■□■□■

　第11回研究発表会開催まで、残すところ1週間強となり

ました。

　現在、地元北海道の実行委員会及び幹事会が着々と準

備を進めています。

参加予定の皆様には、以下の事に留意してご来場下さ

いますようお願いいたします。

１．大会期間中の会場への連絡は下記へどうぞ。

携帯電話：　090-2878-9296 　（大会事務局）

２．大会会場には荷物をお預かりする場所はありません。

大きな荷物は予め宿泊施設などに置いてからご来場

下さい。

３．講演論文集は非常に重量があります。持ち運び用の

かばん等をご用意下さい。なお、総合受付にて袋の販

売（¥100）もあります。

４．懇親会の送迎バスの発車場所が、参加案内の地図内

で記している場所から変更となりました。詳細は、総

合案内の掲示板をご確認下さい。

５．事前の参加申込をした方で参加費の入金が確認でき

た方には、既に参加証を発送完了しております。大会

当日にこの参加証を必ずお持ち下さい。参加証が無い

とご入場いただけない場合があります。

６．事前の参加申込をした方でも、期限までに参加費の

振込をされていない方については、事前申込が無効と

なります。改めて当日受付をご利用下さい。

７．当日受付をされる方は、参加費について釣銭の無い

ように予めご用意下さい。また、ご自身あるいはご所

属団体の会員番号（9ケタ）を控えておいていただく

と手続きが迅速に行えます（申込書に記入していただ

くため）。

８．11月7日（火）～10日（金）は、廃棄物学会事務局（東

京都港区）は不在にいたします。

【ご　案　内】
○日本エネルギー学会主催・廃棄物学会協賛

シンポジウム（２０００）ガス化技術の新展開
－動き始めた新型ガス化システム－

開催日：平成12年11月15日（木）　10:00～
場 所：全国家電会館（東京都文京区）　５階
参加費：11,000円

問合せ：日本エネルギー学会「ガス化部会シンポジウム」係　Tel.03-3834-

6456○日本機械学会関西支部主催・廃棄物学会協賛
ウィークエンドセミナー２０００
「ＩＴ革命と２１世紀への扉を開く新製品・新技術」

開催日：平成12年11月17日（金）　9:15～
場 所：建設交流館（大阪市西区）　８階ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾙ
参加費：会員10,000円、学生会員1,000円
問合せ：日本機械学会関西支部　Tel.06-6443-2073

○ミラクルソル協会主催・廃棄物学会後援

平成12 年度（第２回）「ミラクルソル工法」技術講習会

開催日：平成12年11月29日（木）　13:00～
場 所：発明会館（東京都港区）　ホール
参加費：無料
問合せ：ミラクルソル協会　Tel.03-5823-6881

○（社）土壌環境センター主催・廃棄物学会協賛

「土壌・地下水汚染対策指針及び運用基準」実務セミナー

開催日：平成12年11年30日（木）　10:00～
場 所：大阪国際交流センター（大阪市天王寺区）２階小ホール
参加費：7,000円
問合せ：（社）土壌環境センター　Tel.03-3452-2593

○第５回資源循環型生産システムシンポジウム実行委員会主催・廃棄物学会共催

第５回資源循環型生産システムシンポジウム

開催日：平成12年12年14日（木）～15日（金）
場 所：産業技術記念館（名古屋市西区）　大ホール
参加費：無料
問合せ：（財）名古屋都市産業振興公社産業部内第５回資源循環型社会

システムシンポジウム実行委員会事務局　Tel.052-265-2008

第11回廃棄物学会研究発表会がいよいよ目前に迫りま

した。今回は北の大地（北海道大学）で初めての研究発

表会です。国際セッションを含めてセッション数50、発

表件数437といずれも史上最多を記録しています。廃棄物

問題に関し21世紀に向けた活発な討議が行われることで

しょう。 容器包装リサイクル法（容リ法）が今年４月

より施行されて早や６ヶ月余りが経過しました。しかし

全国レベルで見た場合、完全実施には程遠いのが現状の

ようです。いま大半の自治体が実施を見送っているのは、

住民、自治体、生産者が分別・収集・運搬・保管・処理

等々に関し従来よりいずれも負担増になることが最大の

原因のようです。 限られた「資源」を有効に再利用す

ることを目的として施行された法律ですが、まだまだ社

会的には主旨内容の認知度が低いようです。今や「資源」

のリサイクル義務は人類誰もが負っていることを深く認

識すると共に、容リ法完全実施に向けて何が問題なのか

を今回の研究発表会でもいろいろな立場から討議される

ことを期待します。　　　　　　　　　　　（Ａ．Ｎ 記）

会 員 状 況　   　H 1 2 . 9 . 3 0現在
（　）内は、H 1 2 . 8 . 1以降の増減

正 会 員 3,455 (　39)
学生会員 220 (   8)

外国人会員（ＤＭ） 21 (   1)
公益会員 113 (   0)
賛助会員 204 (   0)
計 4,013 (  48)

注）外国人会員(DM)は、廃棄物学会外国人等会員規程第４条に定める会員を示す。
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